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はじめに 
 
 本稿は神戸で1927年3月に華僑・陳源本の三男として誕生した故陳茂雄氏（以
下陳茂雄と記す）と神戸華僑家族の歴史（ファミリー・ヒストリー）を通じて、
東アジア「近代」の社会史の一端を考察するものである。 
 筆者は 2001 年 5 月に山西省太原市を訪問した際に、太原旅遊職業大学の日本
語教師・陳晋峰氏を紹介された。陳晋峰氏は上記・陳茂雄の長女である。筆者
は日本占領期における太原の日本人居留民社会を研究テーマとしてきたため、
史資料収集の目的により、幾度か太原市を訪問している。その都度、インフォ
ーマントとしての陳晋峰氏とお会いしていたのだが、ある日、ぽつりと「父・
陳茂雄は日本の神戸に生まれ育ち、新中国誕生の 1951 年に中国へ来ました。来
た時、父は日本語・英語・ドイツ語は堪能でしたが、中国語は全く出来ず、苦
労して覚えました」と話された。その後、2009 年 8 月に、太原の王家棟氏から、
陳茂雄が日本語で書いた手紙を見せて頂き、その達筆に圧倒され、また、陳茂
雄が東京大か東京工業大学を出ているらしいとも聞いた。 
 2012 年 4 月 9 日、陳晋峰氏からのメールで、陳茂雄は上海籍の漢族で 1927
年 3 月に神戸市で生まれ、1951 年東京工業大学を卒業、同年 4月に中国へ渡っ
たことを知らされた。中国での陳茂雄は、太原玻璃（魔法瓶）工場で工程師、
総工程師として勤務している。更に、1987 年～1992 年にかけ、太原市政協副主
席、1989 年に山西省工商聯副会長を歴任した。陳茂雄が開発した自動制御技術
は、中国国内で高く評価されているとのことだが、同時に彼は「魔法瓶生産マ
ニュアル」を作成しており、これは同業界では大いに重視されたということで
ある。以上の情報は 1995 年 9 月 27 日の葬式（享年 68 歳）における追悼文 
による。 
 陳茂雄の父親・陳源本および母親・王玉蓉が共に神戸で生まれたことも 2012
年 4 月にメールにより教示を受けた 4。その後、生前から陳茂雄と懇意にされ
ていた田島和恵氏から、自宅にあった陳茂雄からの手紙を頂戴した。その書中
には以下のような内容が記されていた。1985 年 6 月に陳茂雄は 34 年ぶりに出
張により日本を訪問する機会があった。この時、東京はじめ日本各地に立ち寄
 
 
従属的地位に置き統制を加えようとするものであった。反対にアメリカに対し
て、北は、その経済力がひとたび中国で拡大し始めると、日本の覇者の地位を
動揺させることを憂慮し、そのためにアメリカが日本を迂回して直接中国経済
を拡張させることに反対し、アメリカと日本が共に中国の経済的利益を分割す
ることを主張した。かくの如くなると、アメリカと中国はどちらも、北の理論
においては、日本の経済力不足を補い、覇を唱える足取りを進めるための駒と
なってしまった。彼は日米の援助を受けできるだけ早く英露と開戦するように
ひたすら中国をそそのかしたが、この弱小な半植民地が如何にして英露に対抗
することができるかという問題を、未だ考えたことなどなかった。最終的に導
き出した結論は以下のようになるしかなかった。すなわち、中国は政治、軍事
において日本の支配に任せ、経済において米日両国の「連合分割」を受け入れ
ざるを得ない、と。 
 古来、強国と弱国の間の連盟は平等であるといいうることなどなく、弱国は
結局哀れな末路を辿った。北の鼓吹した「日中連盟」とは正にそのようなもの
であって、中国は東洋覇権主義の犠牲となって、最終的には日本の保護国にな
り果てるしかなかっただろう。「日米経済同盟」の提起は、「対外」面ではアジ
ア主義の本義を放棄し、同時にまた北の思想における覇権主義の特徴を著しく
示していた。ここに至り、北の思想理論の覇権主義的な侵略主義への変化は大
体において完成したのである。 
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った。東京では忙しく、母校（東京工業大学）の大岡山には行けなかった。神
戸では以前に住んでいた家が異人記念館として残されており、また、従兄弟が
経営している『神戸雅叙園ホテル』に 3泊したが、昔の事が思い出されて眠れ
なかった、と。 
 筆者はこれを契機に陳茂雄の日本（東京や神戸等）での生活を調べようと思
い立った。幸いにして、関係各位のご厚意をいただき、順調に聞き取り調査を
進めることができた。いずれその成果は別に整理しようと考えているが、当面
ここでは神戸華僑陳氏の履歴を簡潔にスケッチすることにしたい。なお、行論
中とくに注記しない部分については、陳晋峰氏、陳敏学氏、陳秀華氏ほか、陳
氏関係者からの聞き取りに依拠している。 
 なお、この調査の直接のきっかけは筆者の太原日本人居留民社会研究にあり、
この調査の発端は太原において神戸華僑陳氏の関係者と出会った驚きにある。
したがって、小稿は本格的な華僑研究を目指すのものではなく、むしろ太原に
関わった華僑家族の記録を留めるための調査ノートであることをあらかじめお
断りしておきたい（１）。 
 以下、第一節において簡単に神戸華僑陳氏の出発点を振り返り、第二節では
現時点で判明している限りの陳源本・陳茂雄一族の歴史を記述する。なお、叙
述に当たって故人の呼称には敬称を省略した。また、ここに記述する陳源来・
陳源本一族については、末尾に「陳氏家系図」を添付した。 
 
 
一 神戸華僑の移住と起家 
 
 19 世紀、幕末の開港と同時に、欧米人だけではなく、多数の中国人も来日す
ることになった。彼らは欧米人の個人的使用人として、あるいは商業上の雇用
人として来日したのであり、当初は、欧米人の「召使」、「使用人」、「その他」
などの身分によって入国していた。たとえば、長崎の場合は、渡日中国人は「召
使」「附属」「其他」などに区分されていたという。「其他」は「仕立て人、料理
人、菓子屋、妾」である（２）。これらが所謂、華僑として最初に来日した人々
であった。 
 陳源来は父・陳平斎と母・小林某の子として、1880 年に神戸で生まれた。陳
平斎は“合昌号”という屋号を始めて使用、以来、陳源来の直系は“合昌号”
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を名乗ることを許される。その後、息子・陳叔康に継がれ、現在は今年 56 歳に
なる東（陳）康泰氏が後継者となっている。東（陳）康泰氏の事務所兼自宅の
表札に、苗字の“東”と共に、“合昌有限会社”、“雅叙園ホテル”、“不動産業”
の名称が刻まれている。なお、神戸市下山手通り 8丁目に「合昌号モータープ
ール」の看板が立っている。東（陳）康泰氏邸には清朝の中国人を表象する辮
髪姿の陳平斎と合昌号・店員の写真が保存されていた（３）。 
 合昌号の建物は 1952 年に改装して「神戸雅叙園ホテル」生まれ変わり開業す
る。これは当時、神戸で唯一の、一般観光客が利用できる異人館ホテルとして
貴重な存在であった。その洋館は 1 階が商館、2 階は住居として使用されてい
た。豪華な洋館は、陳源来一家の栄華を象徴していた建物であったと言えよう。
若き日の東康泰氏も、実質的経営者である父・東叔康の下、ここに勤務されて
いた。 
 陳茂雄は、1985 年 6 月、34 年ぶりに帰国し、かって自分達家族が住んでいた
場所を訪問、「神戸雅叙園ホテル」に 3泊投宿して従兄弟の東叔康と歓談してい
る。この内容を東叔康 
のご子息である東康泰氏に確認するも、親戚が大勢来られた時はいつも父・東
叔康が応対しており、直接会っているかどうかは定かでないとのことであった。 
 1995年1月の阪神淡路大震災による建物の崩壊により、「神戸雅叙園ホテル」
は営業停止に追い込まれる。その後はマンションとして生まれ変わり、合昌号
の屋号は、不動産業者として今に継承されている。阪神・淡路大震災から被害
を免れたホテル内部の調度品の一部や、代々伝わる文書や写真の類を一部拝見
させて頂いくことができたが、日付など当時の記録が曖昧なため、これらの貴
重な文物はまだ十分な整理には至っていないが、明らかに時代背景などが判別
できる文物は、華僑歴史博物館等に寄贈されている。東康泰氏は、「陳源来には、
数人の子供がいたと父から聞いているが、詳細は把握していない。陳源本一家
の家系が判明した事は非常に嬉しい。自身も今後、父の兄弟・姉妹の関係者が
どうなっているか調べたい」と語ってくれた。 
 改めて陳氏一族の系図を追ってみたい。神戸華僑としての初代となる陳平斎
は山東省の農村に生まれ、故郷の凶作により、家族ともども上海の浦東に出て
来たと伝えられている。ここで陳家の養子となり浦東で成長、日本へ渡る時は、
蒸気船にも乗れず、小さな小舟で危険を冒して神戸に上陸したという。言い伝
えによれば、1860～70 年代頃に単身で来日していたようだ。その後 1880 年、
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日本女性の小林某との間に陳源来をもうけている。 
 陳平斎は 1901 年に森井媒太郎と共同でマッチ工場を買収し、「日進合名会社」
を設立している。父・陳平斎・合昌号の屋号は陳源来に引き継がれて、陳源来
は合昌号の屋号により貿易商として活躍した。とりわけ、マッチの輸出で財を
成し、軸木、薬品、小函、銅などの商品にも取り扱を拡大した（４）。 
 1920 年当時、神戸華僑の間でビッグ 3（一位；呉錦堂；江蘇：輸出業）（二位；
合昌号；上海；マッチ輸出）（三位；裕貞祥；広東；輸出入業）と称されたよう
である。当時におけるそれぞれの推定資産は 100 万円、50 万円、30 万円と言わ
れていた。陳源来は長江流域の江蘇（上海）幇の同郷人の団体、三江公所の発
起人の一人として、1912 年 10 月から 1943 年 4 月の約 30 年に亘り、公所運営
に努力している（５）。また、陳源来は一部の神戸華僑と同じく孫文の辛亥革命
を支援したことが窺える（６）。 
 陳源来にどれだけの息子や娘がいたのか、現在まだ調べきれていないものの、
長男・陳伯藩は、合弁企業として中国に設立した大中華火柴公司の董事（理事）
に派遣しているが、結果的に“合昌号”本体は継承させていない（７）。周知の
如く、中国社会は人物に関係なく兄弟に均等分配するのが一般的であるが、陳
源来が長男に屋号を相続させなかったのは、均分相続の結果であるのか、人物
優先主義による選択的な経営継承方針の結果であったのかはよくわからない。 
 陳平斎や陳源来はマッチの輸出で財を成しているが、ここで華僑とマッチの
関係について考察しておこう。日本のマッチ工業は、1875 年頃に始まったとい
われるが、1870 年後半には早くも輸入を撥ね退けて、1880 年後半には重要な輸
出産業に成長するに至った。日本のマッチ生産量に占める輸出比率は 1889 年
（35％）から 1897 年（81％）であったが、1898 年以降さらに輸出の割合は高
まった（８）。1910 年頃までは中国向けの輸出が圧倒的に多く、マッチ産業は
順調であった。このマッチ輸出は神戸および大阪華僑がほとんどを占めており、
1887 年 1-10 月のマッチ輸出金額を積出港別で見れば、神戸港は 760,461 円で
約 91％を占め、大阪港がこれに次いで 63,140 円で約 7.6%であった。輸出先は
香港が全体の 90.3%を占めたが、最終消費地は広東各地方、福州地方、厦門地
方、台湾内地、ベトナム、シンガポール、ルソン各地であった（９）。1902 年
には、マッチの輸出高は 800 万円を突破して、816 万 9 千円に達している。し
かし、大正時代になると中国でも自国生産するようになり、輸出が減少、日本
のマッチ産業にも陰りが出てきたという。 
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 1899 年に横山源之助は『日本の下層社会』で阪神地方の燐寸工場に言及して
いる。「神戸の如きは一般燐寸工場を外にして、北海道輸入の軸木に不足して軸
木製造を兼ねて生地一切を製造する工場あり、小函製造に従事する工場あり、
兵庫県下小箱及び素地製造に従事せる工場は 122 ありて、内生地製造に専門と
するは 10 数戸ある」。神戸華僑陳氏はまさしくこうした阪神地方マッチ工業の
担い手であった。 
 
 
二 陳源本とその一族 
 
 陳氏が有力な神戸華僑であったにもかかわらず、陳茂雄の父、陳源本の生涯
が十分に明らかに伝えられていないこと、それどころか現在の陳氏一族にとっ
てもほとんど忘れ去られていたのは、彼が陳氏一族の経営の中心に居なかった
ためであろう。彼はマッチで財を成した陳源来の 20 歳年下の弟であるが、名義
上は陳源来の“合昌号”の一員であるだけで、普段は陳源来とは親密な関係で
なく、王玉蓉との結婚後は本家の西に位置する住居で生活していた。陳源本は
幼少から絵画が好きで美術学校へ進むことを希望していたが、兄・陳源来に反
対され、結局商業学校を卒業している。陳源本は商才より、絵を書いたりする
方が好きな芸術家肌の人間であったらしい。しかし一方では、下山手八丁目町
内会の会計等を任されるなど、実務にすぐれ近所の日本人からも信頼が厚く、
評判も良かった。陳源本は 4人の子供たちを近所にあった日本の神戸市立下山
手小学校に通学させている。その結果、後に息子の陳茂雄は中国へ渡った太原
で中国語ができず、苦労することになる。神戸には華僑の子女たちが通う神戸
中華同文学校があるが、陳源本の子供たちや、合昌号の後継者である東（陳）
康泰なども下山手小学校（現在は山の手小学校に統廃合）に通学していた。 
 陳源本は“洽記号”の支配人・王方洽の娘である王玉蓉を妻に迎えている。
王方洽の名は、1910 年の農商務省商務局『対清貿易趨勢及取引事情』三江商の
欄に、「商号；洽記号、店主・支配人；王方洽、輸出；燐寸・雑貨」として記載
されている。後述するが、王方洽は息子・王幸生が中国で新しい会社・中央化
学玻璃工場を設立する時に 2万元を出資しており、王方洽一族は相当な資産家
であったと推定される。王方洽は陳平斎と同様、日本人女性を妻として娶って
いる。妻・木下八重は兵庫県高砂の出身で、苗字帯刀を許された家に生まれた
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である。当時におけるそれぞれの推定資産は 100 万円、50 万円、30 万円と言わ
れていた。陳源来は長江流域の江蘇（上海）幇の同郷人の団体、三江公所の発
起人の一人として、1912 年 10 月から 1943 年 4 月の約 30 年に亘り、公所運営
に努力している（５）。また、陳源来は一部の神戸華僑と同じく孫文の辛亥革命
を支援したことが窺える（６）。 
 陳源来にどれだけの息子や娘がいたのか、現在まだ調べきれていないものの、
長男・陳伯藩は、合弁企業として中国に設立した大中華火柴公司の董事（理事）
に派遣しているが、結果的に“合昌号”本体は継承させていない（７）。周知の
如く、中国社会は人物に関係なく兄弟に均等分配するのが一般的であるが、陳
源来が長男に屋号を相続させなかったのは、均分相続の結果であるのか、人物
優先主義による選択的な経営継承方針の結果であったのかはよくわからない。 
 陳平斎や陳源来はマッチの輸出で財を成しているが、ここで華僑とマッチの
関係について考察しておこう。日本のマッチ工業は、1875 年頃に始まったとい
われるが、1870 年後半には早くも輸入を撥ね退けて、1880 年後半には重要な輸
出産業に成長するに至った。日本のマッチ生産量に占める輸出比率は 1889 年
（35％）から 1897 年（81％）であったが、1898 年以降さらに輸出の割合は高
まった（８）。1910 年頃までは中国向けの輸出が圧倒的に多く、マッチ産業は
順調であった。このマッチ輸出は神戸および大阪華僑がほとんどを占めており、
1887 年 1-10 月のマッチ輸出金額を積出港別で見れば、神戸港は 760,461 円で
約 91％を占め、大阪港がこれに次いで 63,140 円で約 7.6%であった。輸出先は
香港が全体の 90.3%を占めたが、最終消費地は広東各地方、福州地方、厦門地
方、台湾内地、ベトナム、シンガポール、ルソン各地であった（９）。1902 年
には、マッチの輸出高は 800 万円を突破して、816 万 9 千円に達している。し
かし、大正時代になると中国でも自国生産するようになり、輸出が減少、日本
のマッチ産業にも陰りが出てきたという。 
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が父親が博打で家・屋敷を失い、家計のため、マッチ工場へ働きに出た。王方
洽と木下八重との間に娘・王玉容が生まれた後、日本人の親戚も王方洽の人柄
の良さを認めて、日本人の出入りも多くなったという。また、八重は数年で中
国語をマスターし、毎年 1度夫・王方洽が寧波に帰ると時に同行し、中国の親
戚にも“日本婆”と呼ばれる人気者であったという。 
 陳源本は 20 歳年上の長兄・陳源来の合昌号においては一従業員であった。陳
源来の邸宅から少し西側（下山手 8丁目 430 番地）の住居で妻や 4人の子供と
過ごしていた。長兄の陳敏学氏は今も健在で現在、香港に在住である。次男の
陳秀南は 2003 年に逝去されているが、関西学院高商部の卒業生だった。長女・
陳聡淑は陳茂雄の姉であり、母・王玉蓉の遠縁筋の王文光と結婚している。三
男の陳茂雄は上述の如く、下山手小学校を卒業し、その後、日本人が通う関西
学院中等部を卒業して 27、東京工業大学の予備部に 3年間在籍、1950 年に正式
に東京工業大学に進学する。1951 年の帰国時に休学手続きをしているのではな
いかと思われるが、1951 年度の在学生名簿には記載がある。また、昭和 25 年
度の在校生名簿には予備部より進学生 8名の中に、陳茂雄・中国の名前が見え
る。昭和 26 年度名簿に予備部進学者 7 名の中にも名前があった。なお、昭和
25 年度名簿の外国人欄には、琉球、中華民国、朝鮮と記載されており、昭和 26
年度の外国人欄には鹿児島県の奄美大島も記載され 28、当時の複雑な政情の一
端が窺える。 
 陳茂雄は 1951 年、中国に渡り、王方洽の息子、王幸生と行動をともにするこ
とになる。陳源本夫婦と息子達が 1940 年から 1951 年にかけて中国へ渡るのは
王幸生の進言によるものであった。 
 王幸生の祖籍は浙江省寧波、1904 年に神戸で生まれている。1932 年に関西学
院大学哲学専攻を卒業後、”実業救国”を胸に抱き、中国・上海に渡って玻璃工
業に携わり、自動制御メーターの開発に携わった。1930 年代中頃に中央科学院
の蔡元培院長や上海大同大学の曹恵群教授の賛同を獲得、更に父・王方洽から
2 万元、親戚・親友から 1 万 5 千元の援助を受けて上海に中央化学玻璃工場を
設立させた。しかし 1937 年、盧溝橋事件の１か月後には第 2次上海事変（8・
13 事変）が勃発、工場は大被害を受け、王幸生は香港に逃れた。その後、1949
年 7 月、王幸生は中国内地に戻り、1950 年に遼寧省瀋陽市に新中国玻璃工場を
設立する。1951 年、王幸生は実業による新中国建設を目指し、朝鮮戦争の戦火
に近い瀋陽市から離れた場所を求め、山西省太原に太原中元玻璃工場を建設す
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る。王幸生はこの太原の新工場に、香港の陳敏学氏と、神戸にいた陳源本夫妻・
陳茂雄を呼び寄せ、共に太原中元玻璃工場を切り盛りすることにしたようであ
る。 
 陳源本の長男・陳敏学氏は 1939 年 3 月、県立明石中学校を卒業後、1940 年 5
月、神戸高等工業（現・神戸大学工学部）電気科在学中に上海へ渡った。当時、
旧制高等工業の学生であっても、中国系であるが故に、大手の工場への就職は
無理であったという。母の叔父・王幸生の勧めにより、王幸生が経営する上海
中央化学玻璃工場に入社、技術員として勤務した後、1946 年に香港遠東玻璃工
場へ転勤、以後香港に居住していた。同年 6 月に鮑文游と曽麗卿游との長女・
鮑月仙と香港で結婚する。鮑月仙と両親は共に日本生まれの日本育ちであった。
上述のように、王幸生が 1950 年 11 月、新たに山西省・太原に太原中元玻璃工
場を建設すると、妻・鮑月仙を伴い太原に移った。陳敏学氏の長女・陳秀華氏
と次女・陳秀瑛氏はそれぞれ 1951 年、1954 年に太原で誕生し、小学・中学生
時代を太原で過している。後に誕生する陳茂雄の長女・陳晋峰氏とは、太原時
代に姉妹のように仲良く過ごしたそうである。陳敏学氏は 1960 年に山西省太原
科学委員会の任命により、後の太原無線電四工場の副工場長として 1978 年まで
勤務。更に太原電子局副総工程師として 1980 年 5 月まで勤務した後、定年退職
している。退職後、香港に居を移し、日本企業の顧問等を経て現在も健在であ
る。 
 陳源本の次男・陳秀南は 1942 年 3 月に、関西学院高商部を卒業するが、彼も
また母方の叔父・王幸生の勧めによって北京に渡り、中国語を学びながら、華
北電業に会計事務員として勤務した。その後、1948 年に香港遠東玻璃工場の会
計責任者として香港へ移住、更に工場長として 1960 年まで経営に当たっていた。
陳秀南の長女・陳卓婭氏、長男・陳卓雄氏、次男・陳卓輝（2012 年 4 月 8 日・
死去）は各々、1954～56 年に香港で誕生している。1960 年、陳秀南は香港遠東
玻璃工場を閉鎖、同年、北京へ移り北京玻璃二工場の副工場長として 1975 年ま
で、北京で家族とともに暮らした。陳卓婭氏、陳卓雄氏、陳卓輝の 3人の子ど
も達は小学・中学生時代を北京で過ごしている。陳秀南は 1975 年、新たなプロ
ジェクトに参画するため、再度北京から香港へ転居した。 
 陳源本の長女・陳聡淑は王文光（1914 年 1 月 20 日生まれ、原籍は浙江省寧
波、かって東京工業大学に留学、王玉蓉と遠縁筋）と 1945 年上海で結婚する。
陳聡淑と王文光の間には、1946 年 2 月 14 日、娘・王信芳氏が誕生する。王文
 
 
が父親が博打で家・屋敷を失い、家計のため、マッチ工場へ働きに出た。王方
洽と木下八重との間に娘・王玉容が生まれた後、日本人の親戚も王方洽の人柄
の良さを認めて、日本人の出入りも多くなったという。また、八重は数年で中
国語をマスターし、毎年 1度夫・王方洽が寧波に帰ると時に同行し、中国の親
戚にも“日本婆”と呼ばれる人気者であったという。 
 陳源本は 20 歳年上の長兄・陳源来の合昌号においては一従業員であった。陳
源来の邸宅から少し西側（下山手 8丁目 430 番地）の住居で妻や 4人の子供と
過ごしていた。長兄の陳敏学氏は今も健在で現在、香港に在住である。次男の
陳秀南は 2003 年に逝去されているが、関西学院高商部の卒業生だった。長女・
陳聡淑は陳茂雄の姉であり、母・王玉蓉の遠縁筋の王文光と結婚している。三
男の陳茂雄は上述の如く、下山手小学校を卒業し、その後、日本人が通う関西
学院中等部を卒業して 27、東京工業大学の予備部に 3年間在籍、1950 年に正式
に東京工業大学に進学する。1951 年の帰国時に休学手続きをしているのではな
いかと思われるが、1951 年度の在学生名簿には記載がある。また、昭和 25 年
度の在校生名簿には予備部より進学生 8名の中に、陳茂雄・中国の名前が見え
る。昭和 26 年度名簿に予備部進学者 7 名の中にも名前があった。なお、昭和
25 年度名簿の外国人欄には、琉球、中華民国、朝鮮と記載されており、昭和 26
年度の外国人欄には鹿児島県の奄美大島も記載され 28、当時の複雑な政情の一
端が窺える。 
 陳茂雄は 1951 年、中国に渡り、王方洽の息子、王幸生と行動をともにするこ
とになる。陳源本夫婦と息子達が 1940 年から 1951 年にかけて中国へ渡るのは
王幸生の進言によるものであった。 
 王幸生の祖籍は浙江省寧波、1904 年に神戸で生まれている。1932 年に関西学
院大学哲学専攻を卒業後、”実業救国”を胸に抱き、中国・上海に渡って玻璃工
業に携わり、自動制御メーターの開発に携わった。1930 年代中頃に中央科学院
の蔡元培院長や上海大同大学の曹恵群教授の賛同を獲得、更に父・王方洽から
2 万元、親戚・親友から 1 万 5 千元の援助を受けて上海に中央化学玻璃工場を
設立させた。しかし 1937 年、盧溝橋事件の１か月後には第 2次上海事変（8・
13 事変）が勃発、工場は大被害を受け、王幸生は香港に逃れた。その後、1949
年 7 月、王幸生は中国内地に戻り、1950 年に遼寧省瀋陽市に新中国玻璃工場を
設立する。1951 年、王幸生は実業による新中国建設を目指し、朝鮮戦争の戦火
に近い瀋陽市から離れた場所を求め、山西省太原に太原中元玻璃工場を建設す
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光は、王幸生が 1950 年に遼寧省瀋陽市に建設した新中国玻璃工場に勤務するこ
とになった。当時、陳聡淑は瀋陽東北音楽学院の教師となって、児童にピアノ
とバイオリンを教えた。二人は王文光氏の北京転勤にともない、しばらく北京
で生活していたが、1959 年には瀋陽に戻った。この時、陳聡淑は、遼寧省軽工
業庁科学技術研究所で働きながら、陶瓷彩絵（陶磁器の絵付け）を学習してい
たという。1970 年には普蘭店の墨盤公社馬頓へ下放されたが、1973 年には元の
遼寧省軽工業庁科学技術研究所（改称し大連市軽工業研究所）に戻っている。
1972 年の日中国交回復に伴い日本語教師の需要が高まると、1979 年に大連外国
語学院の日本語教師となった。1987 年まで教鞭を執り、退職後も 80 歳近くま
で日本語を教えていたが、2012 年 4 月 22 日に逝去。享年 88 歳であった。 
 
 
おわりに 
 
 小稿において筆者は、太原に以前の陳茂雄・陳源本が過ごしていた日本での
生活を明らかにしたいと考えて調査を開始したのだが、陳源本夫婦や 4人の子
どもたちがどのような事情によって、戦時・戦後の中国に渡ったのか、その契
機が見えてきた。 
 神戸華僑陳氏の歴史は、陳平斎なる人物に遡る。彼は故郷、山東を離れ、お
そらく更なる成功を求めて上海から開港まもない神戸へと至り、合昌号を立ち
上げマッチ貿易で財を成した。今回調査した事例に限るならば、神戸華僑の始
祖は家族帯同でなく、独身で渡日している。陳平斎は神戸で日本人・小林某を
妻として迎えていたし、戚族の王方洽も日本人女性・木下八重を妻に迎えてい
る。すなわち、陳氏・王氏ともに日本女性を妻と迎えており、家庭内の言葉も
教育も日本人と同様のかたちが選択されたのである。 
 合昌号の屋号は陳源来へと引継がれ、彼は更に財とともに、三江出身の華僑
として三江公所や中華会館の設立や運営にも長期間に亘り貢献している。よっ
て神戸華僑の歴史にとっても陳源来は名を残していると言えよう。 
 陳平斎が上海から開港まもない神戸で合昌号を立ち上げて以来、陳源来・陳
源本一族は日中戦争が開始される以前は華僑として順調な経営を展開していた
のであろうが、戦争を境に陳一族は、政治に翻弄されてしまう。陳源本・王玉
蓉夫妻はともに神戸において生まれ、そしておそらく両親が日本社会における
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成功を目指したゆえか、家庭内で中国語を使用しない環境で育った。夫婦は神
戸で生まれ育った子供たちに、教育を授けるにあたって、家庭内で日本語を使
い、教育も日本人の学校へ通学させている。子供たちもみな高い学歴を修めた
のだが、日中戦争勃発以来、日本社会での就職は予想もしないほど困難な事態
となった。その結果、陳源本の長男・陳敏学氏は 1940 年 5 月、神戸高等工業学
校電気科在学中に上海へ渡り、王幸生が経営する上海中央化学玻璃工場で技術
員として勤務せざるを得なかったのである。当時は中国系であるが故に、日本
社会における就職が難しい時代となっていた。陳源本の次男・陳秀南もまた、
1942 年 3 月に、関西学院高商部を卒業すると、王幸生の勧めで、北京に渡り、
中国語を学びながら華北電業に会計事務員として勤務したのは上述の通りであ
る。彼らに再び中国大陸への移動を促した要因は、中国系というだけで就職も
難しい日中戦争期の閉塞的な日本社会に見切りをつけて、新天地を求めようと
いう動機であったのかもしれない。一方、陳源来の 20 歳年下の陳源本夫妻と陳
茂雄は、1951 年 4 月に中国に渡った。陳源本一家の中国への再移動が、妻・王
玉蓉の弟・王幸生の理想とする“実業救国”への賛同であったか否かは置くと
しても、かかる彼らの軌跡もまた、日中戦争期、および戦後を生き抜くための
選択であったと考えられよう。 
 陳源本はじめ、陳氏の人々が中国大陸に再移住するに当たっては、姻戚関係
にあった王氏、とりわけ王幸生との関係が重要な契機となっていた。つまり、
彼らの再移住にとって、姻戚関係のネットワークは大きな意味を持っていたの
である。 
 中国に渡っても陳源本の家族は、先ずは言葉のハンデキャップに遭遇し、こ
れを乗り越えると、更に彼らは文化大革命という嵐に遭遇することになった。
彼ら家族は日中国交回復後にやっと穏やかな日常生活を過す条件が整ってくる。
長女・陳聡淑が大連外国語学院で日本語教師の職に就くことができたのもその
ような状況変化の賜であった。4 人の兄弟姉妹も年輪を重ね、現在は長男・陳
敏学氏一人だけが香港でご健在である。また、次男・陳秀南の配偶者・飄風蘭
氏は香港にて、三男・陳茂雄の配偶者・欧若芬氏も太原市にご健在である。香
港、大連、太原と、彼ら華僑の末裔は住む処が遠く隔たっても、今も親交を保
っている。 
 小稿はもともと太原調査の過程で出会った陳晋峰氏の個人史から次第にネッ
トワークをたどりながら、神戸華僑陳氏の歴史について初歩的な整理を行った
 
 
光は、王幸生が 1950 年に遼寧省瀋陽市に建設した新中国玻璃工場に勤務するこ
とになった。当時、陳聡淑は瀋陽東北音楽学院の教師となって、児童にピアノ
とバイオリンを教えた。二人は王文光氏の北京転勤にともない、しばらく北京
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業庁科学技術研究所で働きながら、陶瓷彩絵（陶磁器の絵付け）を学習してい
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遼寧省軽工業庁科学技術研究所（改称し大連市軽工業研究所）に戻っている。
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 合昌号の屋号は陳源来へと引継がれ、彼は更に財とともに、三江出身の華僑
として三江公所や中華会館の設立や運営にも長期間に亘り貢献している。よっ
て神戸華僑の歴史にとっても陳源来は名を残していると言えよう。 
 陳平斎が上海から開港まもない神戸で合昌号を立ち上げて以来、陳源来・陳
源本一族は日中戦争が開始される以前は華僑として順調な経営を展開していた
のであろうが、戦争を境に陳一族は、政治に翻弄されてしまう。陳源本・王玉
蓉夫妻はともに神戸において生まれ、そしておそらく両親が日本社会における
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ものである。その意味では偶発的な契機から始まった研究に過ぎないのだが、
近現代の日中関係の中で神戸華僑が選択した中国大陸への再移住、そしてそれ
を促した歴史的背景や婚姻ネットワークについても明らかにすることができた
のではないかと思う。もちろん神戸華僑陳氏の事例を以て当時の日本在住華僑
の動向すべてを語ることはできない。函館・横浜華僑の動向と比較検討しなが
ら近代日中交流史を構築するのは今後に残された大きな課題である。 
 最後に、海を越え、国境を越えて、近代社会史の重要な一翼を担った華僑家
族に敬意を払うとともに、調査にご協力いただいた陳氏関係者のみなさまのご
健康とご活躍を祈り、感謝の言葉としたい。 
 
註） 
（１）神戸華僑の研究は関西の大学や研究機関などで盛んに行われおり、その
代表的な文献としては神戸華僑華人研究会編『孫文と華僑－孫文生誕 130 周年
記念討論会文集－』汲古書院、1999 、および『神戸と華僑－この 150 年の歩み
－』神戸新聞総合出版センター、 2004、がある。また中華会館編『落地生根－
神戸華僑と神阪中華会館の百年』研文出版、2000、も前述と同様に多くの研究
者より執筆された貴重な研究史であり文献である。さらに、安井三吉『帝国日
本と華僑－日本・台湾・朝鮮－』青木書店、2005、は、神戸華僑と日中間の移
動だけでなく朝鮮を含めた東アジア全域を視野にいれた華僑研究史である。ま
た、小稿において言及している呉錦堂に関しては、中村哲夫『移情閣遺聞：孫
文と呉錦堂』阿吽社 、1990、がある。 
（２） 安井三吉『帝国日本と華僑』青木書店、2005、菱谷武平『長崎外国人居
留地の研究』九州大学出版会、1988、等参照。なお、「附属」とは、ここでは「唐
館附属」「公司附属」に対する「外夷附属」「外国人附属」を指す。 
（３）鴻山信雄『神戸の外国人：外国人墓地と華僑風俗』華僑問題研究所、169
頁に、合昌号の玄関に立つ“陳平斎”と店員、水煙袋（水煙草）を持った店主
と子息や店員たちの写真が収められている。 
（４）中華会館編『落地生根－神戸華僑と神阪中華会館の百年』研文出版、2000。 
（５）同上書参照。 
（６）同上書によれば、孫文の中華革命党の上海の同志・李平書は 1913 年に亡
命来日しているが、その手記には神戸で陳源来（合昌号）と接触していた記録
が残されている。 
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（７）安井三吉著『神戸三江会館簡史－1912-2007』財団法人三江会館発行、2007、
52 頁による。陳源来は 1920 年に上海で中華火柴公司を創立、ついで 1930 年に
大中華火柴公司を劉鴻生と合弁で設立している。ここに長男の陳伯藩を董事（理
事）として派遣し、引き続きその経営に当たらせているが、長男には合昌号の
屋号を譲らなかった。 
（８）マッチ工業会編『マッチ工業統計総覧』1965、参照。 
（９）杉本俊浩著「明治前期の日本マッチ輸出と領事報告」同文社、1986、287
頁。 
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